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■はじめに
　桐生新町重要伝統的建造物群保存地区（以下「重伝建地区」）は、町立て当初からの敷
地形態と共に、当時から生産が行われ、近代の桐生を代表する産業となった絹織物業
を中心に発展した地域です。江戸後期から昭和初期に建てられた主屋や土蔵、ノコギ
リ屋根の工場など、絹織物業に係る様々な建造物が一体となり、
製織町として特色ある歴史的な環境を今日に伝え、桐生を示す
象徴的な地区として、平成24年７月９日に重伝建地区に選定
されました。今年で選定10周年を迎え、日本遺産の構成文化
財の一つにもなっていることから、記念イベントとして、重伝
建地区選定10周年記念「日本遺産と桐生を紡ぐスマホスタン
プラリー」を９月30日（金）まで開催中です。きぬめぐり２次元
コードから是非ご参加ください。

■歴史的建造物の活用
　重伝建地区選定後10年が経過し、まちなみ保存地区として認識が高まる中、地区内へ
の出店や移住に対する動きが増えてきています。
　空き家となっていた建物が、修理事業を経て店舗として生まれ変わるなど、地域の
活性化と共に保存に対する意識の向上に繋がっています。

■重伝建地区公開活用施設～令和６年度開館予定～
　重伝建地区内のほぼ真ん中に公開活用施設を整備しています。工事期間は、令和４
年６月～令和６年３月で約２年をかけて、歴史的建造物を修理し、令和６年度の開館
を目指しています。歴史的建造物の保存修理は改修工事や新築工事とは違い、既存建
物の一つ一つの部材をなるべく残しながらの修理で、土壁を直す際は土の乾燥期間も
必要となるため、通常より長い期間をかけ修理します。
　開館後は、建物の魅力を伝える施設として、桐生新町の外観や庭の佇まいと建物内
部の見学ができるようになります。

■活用イメージ「使って、みせる建物」
　この施設は重伝建地区の核として、この地区で活動するひとや、重伝建地区を訪れ
るひとに対して、情報を発信する場として、様々な活動の拠点となる施設を目指し整
備予定です。

　例１：コミュニティの場として、地元の関係者や大学の研究室、まちづくり団体などの活動拠点、重伝建地区の勉強や打ち合わ
せなど、会議の場に活用

　例２：重伝建地区に関する相談対応、市の観光情報の発信、パンフレットの配布や案内、重伝建地区の紹介展示、来訪者の休憩
の場等に活用

　例３：まちの賑わいを演出する場として、敷地を重伝建地区の住民等の交流を行う場や地域のイベント会場等として活用

■おわりに
　重伝建地区公開活用施設と並行し、群馬県の事業として本町通りの整備も行われています。重伝建地区のこれから数年の変化が
新たなまちなみ保存の機運へつながるよう、今後も継続して歴史まちづくりに取り組んでまいります。
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活用例：Com+position(コンポジション)
　　　 帽子の製造販売

活用例：カイバテラス カフェ兼書籍・雑貨店重伝建地区公開活用施設　外観イメージ


